
ま
ず
第
一
部
前
段
集
会

が
開
催
さ
れ
、
京
都
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
守
田
敏

也
さ
ん
が
『
原
発
・
核
燃

は
巨
大
地
震
に
耐
え
ら
れ

る
か
』
と
題
し
、
太
平
洋

側
か
ら
の
プ
レ
ー
ト
の
沈

み
込
み
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

貯
め
て
い
る
日
本
海
溝
地

震
と
、
列
島
各
地
に
存
在

す
る
ひ
ず
み
集
中
型
地
震

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

二
年
前
に
出
さ
れ
た
日
本

防
災
会
議
報
告
は
、
六
ヶ

所
村
で
「
震
度
６
強
」
の

地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
巨
大
地
震
が

原
発
や
核
燃
施
設
を
襲
え

ば
国
民
は
重
大
な
危
険
に

晒
さ
れ
る
。
私
達
は
予
測

さ
れ
る
巨
大
地
震
が
来
る

前
に
原
発
を
廃
止
し
急
い

で
国
の
安
全
を
図
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

続
い
て
「
映
画
カ
タ
ス

ロ
フ
ィ
ー
」
の
製
作
の
中

心
を
担
っ
た
池
島
芙
紀
子

さ
ん
が
「
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
の
事
故
は
原
発
に
比

し
て
更
に
大
き
な
事
故
と

な
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

そ
し
て
一
九
七
五
年
当
時

の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
国
民

の
大
多
数
が
再
処
理
反
対

の
声
を
あ
げ
て
政
府
の
再

処
理
計
画
を
中
止
さ
せ
た

と
報
告
し
ま
し
た
。

《天恵の海》
２０２３（令和 ５年）

１２月７日
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《本紙の全バックナンバー掲載》

十
月
三
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
お
い
て
、
「
原
発
・
核
燃
サ
イ
ク

ル
の
中
止
を
求
め
て
、
省
庁
担
当
官
・
市
民
・
議
員
の
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

基
調
提
案
で
「日
本
の
原
発
と
核
燃
サ
イ
ク
ル
は
、
日
本
海
溝
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
と
津
波
の
襲
来
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
。
十
分
な

警
戒
心
を
も
っ
て
大
事
故
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
続

く
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
省
庁
担
当
官
に
質
問
書
の
回
答
を
求
め
、
そ
の
上
で

市
民
と
国
会
議
員
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
第
に

明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
の
は
私
達
の
「
生
き
る
権
利
・
避
難
す
る
権
利
」
の
大

切
さ
で
し
た
。

『脱原発政策実現全国ネットワーク』

事務局 News 第１２０号 2023,10,3

省庁・全国市民・議員の院内集会=

当会ホームページ【再処理・岩手の環

境】に掲載中。

ＵＲＬ再処理/岩手の環境/RI 廃

棄物 (coocan.jp)

１９７５年、西ドイツ政府は

計画中のゴアレーベン再処理工場

の重大事故の被害予測をシミュレ

ーションしました。高レベル廃液

の爆発で、工場周辺１００ｋｍの

全住民が致死量の１０～２００倍

の放射線で即死。最終的死亡者は

西ドイツ全人口の約半数の３００

０万人に及ぶというものでした。

その西ドイツの被災範囲を日本に

重ねると、右図のようになります。

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/


事
前
に
提
出
し
た
質
問

書
に
つ
い
て
内
閣
府
・
規
制

庁
・
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
口
頭
で

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
私
た

ち
の
学
習
会
で
疑
問
が
集

中
し
た
２
点
に
つ
い
て
要

点
を
記
し
ま
す
。

海
へ
の
放
射
能
汚
染
水
の

放
出

提
出
質
問
書

◎
福
島
か
ら
の
放
射
能
汚

染
水
は
い
か
に
薄
め
よ
う

が
そ
の
毒
性
は
消
え
ず
、
海

産
物
を
汚
染
し
、
食
物
連
鎖

に
よ
り
、
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

傷
つ
け
る
。
も
し
、
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
を
本
格
稼
働

す
る
な
ら
ば
、
「
垂
れ
流
し

状
態
」
に
な
り
、
今
回
の
放

出
の
数
百
倍
以
上
に
な
る
。

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

◆

海
へ
放
出
し
て
も
陸
上
の
人

間
の
被
ば
く
は
少
な
い
と
い
う

奇
妙
な
論
理

内
閣
府
担
当
官
の
回
答

六
ヶ
所
工
場
で
は
放
射

性
物
質
を
可
能
な
限
り
除

去
し
、
海
水
で
薄
め
て
沿
岸

沖
合
に
放
出
す
る
の
で
、
環

境
に
影
響
は
な
い
。
ト
リ
チ

ウ
ム
を
放
出
し
て
も
、
工
場

敷
地
内
の
被
ば
く
量
は
、

〇
・
〇
二
二
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

／
年
で
人
や
環
境
へ
の
影

響
は
な
い
。

＊
「
海
へ
放
射
能
を
放
出
し
て

も
影
響
な
い
」
と
い
う
発
言
に

は
会
場
か
ら
「
撤
回
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
意
見
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

避
難
計
画
は
福
島
事
故
よ

り
小
規
模
な
放
射
能
も
れ
？

提
出
質
問
書

◎
原
子
力
規
制
委
員
会
は

（
原
発
事
故
で
の
放
出
放

射
能
量
に
つ
い
て
）
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
の
放
出
量
を
一

〇
〇
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
（
福
島

第
一
原
発
事
故
の
放
出
量

の
約
一
〇
〇
分
の
一
）
を
下

回
る
事
を
「
格
納
容
器
破
損

防
止
対
策
基
準
」
と
し
て
求

め
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
に

起
こ
る
原
発
事
故
を
そ
の

程
度
と
想
定
し
た
の
か
？
。

◆

な
ぜ

福
島
事
故
並
み
の
、

半
径
一
七
〇
㌔
圏
避
難

を
想
定
し
な
い
の
か
？

原
子
力
規
制
庁
担
当
者
の

回
答
（
大
意
）

◎
原
子
力
防
災
対
策
は
国

が
責
任
を
も
っ
て
企
画
し
、

自
治
体
の
協
力
で
進
め
る
。

ま
た
、
核
災
害
避
難
計
画

は
「
格
納
容
器
の
破
損
防

止
対
策
」
を
有
効
な
も
の

と
し
進
め
る
必
要
も
あ
る
。

勿
論
福
島
原
発
並
の
大
規

模
な
も
の
も
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問
者

と
い
う
こ
と
は

国
は
格
納
容
器
破
損
基
準

を
守
れ
ば
い
わ
ゆ
る
３
０

㌔
圏
内
避
難
で
よ
い
と
考

え
て
い
る
の
か
？
「
一
〇
〇

テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
の
一
〇
〇

倍
も
あ
っ
た
福
島
原
発
事

故
を
想
定
す
る
と
、
半
径
一

七
〇
キ
ロ
圏
内
避
難
」
が
必

要
で
す
。

担
当
者

も
ち
ろ
ん
一
〇

〇
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
漏
洩
の

場
合
に
も
、
福
島
事
故
並

み
の
巨
大
事
故
に
も
備
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

質
問
者

そ
れ
で
は
規
制

委
員
会
は
福
島
事
故
並
み

の
避
難
も
考
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
？

一

０
０
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
ま
で

し
か
考
え
て
い
な
い
と
い

う
な
ら
ば
、
大
抵
の
原
発

は
許
可
基
準
を
満
た
さ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど

ち
ら
な
の
か
。
こ
れ
は
重

要
な
問
題
で
す

永
田
分
担
部
分
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
主
な
や
り
取
り

【
六
ケ
所
再
処
理
工
場
】

◎
内
閣
府
日
本
海
溝

地
震
報
告

質
問
者

内
閣
府
報
告
で

は
日
本
海
溝
沿
い
地
震
予

測
は
Ｍ
９
・
１
、
震
度
６

強
の
地
震
だ
が
、
再
処
理

工
場
の
基
準
地
震
動
は
７

０
０
ガ
ル
。
こ
れ
で
耐
え

ら
れ
る
の
か

担
当
官
の
答
：
原
子
力
施

設
は
原
子
力
法
に
基
づ
く
。

震
度
６
強
に
つ
い
て
耐
え

る
か
ど
う
か
の
判
断
は
必

要
と
認
め
て
い
な
い
。

質
問
者

内
閣
府
報
告
で

は
公
共
施
設
は
震
度
６
強

以
上
に
耐
え
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
。
「
再
処
理
の

規
則
」
で
も
耐
震
要
求
度
が

低
い
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
で
も

公
共
施
設
並
の
耐
震
強
度

が
要
求
さ
れ
、
放
射
能
を
扱

う
Ｓ
ク
ラ
ス
や
Ｂ
ク
ラ
ス

の
施
設
は
さ
ら
に
厳
し
い

震
度
７
が
要
求
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
？

担
当
官
の
答
：
（
早
口
で

意
味
不
明
）

◎
巨
大
地
震
に
つ
い
て

質
問
者

原
燃
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
予
測

し
内
閣
府
は
９
・
１
と
予

測
。
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

１
・
４
倍
違
う
。
ど
ち
ら

が
信
頼
で
き
る
の
か
。

担
当
官
の
答
：
一
概
に
比

較
で
き
な
い
。

【
東
海
再
処
理
工
場
】

◎
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
固
化

質
問
者

二
〇
一
四
年
九

月
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
が
、

推
定
３
１
０
㎥
の
高
レ
ベ

ル
廃
液
を
貯
蔵
中
だ
。

◆
工
場
は
標
高
６
ｍ
に
位

置
し
、
防
波
堤
が
な
い
。
内

閣
府
は
東
海
再
処
理
工
場

沖
の
海
溝
巨
大
地
震
に
つ

い
て
評
価
し
て
い
る
の
か
？

担
当
官
の
答

今
の
と
こ

ろ
評
価
の
予
定
は
な
い
。
一

九
六
七
年
東
海
村
で
９
ｍ

の
津
波
が
あ
っ
た
。
１
８
ｍ

と
２
７
ｍ
の
高
台
に
発
電

機
を
設
置
。
貯
槽
は
厚
さ
２

ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

屋
に
あ
る
。
事
故
時
は
廃
液

を
他
の
貯
槽
へ
移
送
す
る
。

質
問
者

◆
廃
液
建
屋
の
基
準
地
震

動
は
い
く
ら
か

担
当
官
の
答

廃
液
建
屋

は
９
５
２
ガ
ル
と
聞
い
て

い
る
。

質
問
者

高
レ
ベ
ル
廃
液
の

核
種
濃
度
と
総
量
の
公
開

を
。
冷
却
出
来
な
か
っ
た
場

合
の
硝
酸
塩
爆
発
を
ど
う

推
定
し
て
い
る
の
か
？

担
当
官
の
答
：
廃
液
濃
度
は

一
〇
年
前
に
公
開
。
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
核
防
護
上
公
開

で
き
な
い
。

質
問
者

固
化
開
始
か
ら

四
〇
年
，
ガ
ラ
ス
固
化
時
の

白
金
族
問
題
が
解
決
し
て

い
な
い
。
固
化
が
出
来
て
い

る
仏
英
国
の
方
式
の
採
用
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

担
当
官
の
答
：
考
え
て
い
な

い
。
一
九
五
五
年
以
来
三
九

八
本
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
製

造
し
た
。
二
号
炉
を
新
式
の

三
号
炉
と
交
換
す
る
予
定
。

０
０
０
０
０
０
０
０
０

担
当
官
が
早
口
に
な
り
、
聞
き

取
れ
な
い
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

対
話
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
担
当

官
の
所
属
や
名
前
も
わ
か
ら
ず
、

壁
が
立
て
ら
れ
て
い
る
印
象
で

し
た
。
こ
れ
は
、
重
大
事
故
防
止

上
、
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

行
政
を
担
当
す
る
方
々
は
市
民

の
声
を
聴
く
姿
勢
が
大
切
で
す
。

今
回
の
国
会
議
員
の
方
々
の
ご

尽
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。


